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論文内容の要旨

本論文は、新規なアモルファス分子材料の創製とそれらを用いる有機エレクトロルミネッセンス (EL) 素子の開発

を目的として行った研究結果をまとめたものであり、序論、本論三章、および総括から構成されている。

序論では、本研究の背景、目的および意義について述べた。

第一章では、耐熱性に優れる有機 EL 素子の開発を目的として、高いガラス転移温度を有する有機 EL 素子用正孔

輸送材料を創出した。これらのガラス転移温度は、導入した置換基についてピフェニル<フルオレン<トルクセンの

順に高い値を示し、分子内回転の抑制が高いガラス転移温度を有するアモルブアス分子材料の有効な分子設計指針と

なることを示した。創出した正孔輸送材料を用いることにより、 200
0

Cまで安定に作動する耐熱性緑色発光有機 EL

素子を開発した。

第二章では、第一章で創出した新規正孔輸送性アモルファス分子材料の電荷輸送特性について検討し、分子構造と

電荷輸送特性との相関について調べた。その結果、ピフェニル骨格におけるフェニル基の置換位置によりホールドリ

フト移動度がー桁以上変化するとしづ顕著な置換位置効果を見出し、移動度の温度ならびに電場強度依存性の解析か

ら、高い移動度を有する分子の設計指針について重要な知見を得た。

第三章では、高性能青紫色発光有機 EL 素子の開発を目的として、新規なホールブロッキング性アモルブアス分子

材料を創出した。創出した新規アモルファス分子材料をホールブロッキング材料、青紫色発光を示す正孔輸送性アモ

ルブアス分子材料を発光材料に用いることにより高輝度・高発光効率を示す青紫色発光有機 EL 素子をはじめて実現

した。

総括では、得られた知見をまとめ、高性能有機 EL 素子の開発におけるアモルファス分子材料の有用性について言

及した。
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論文審査の結果の要旨

有機 EL 素子は、次世代の新しい表示素子として注目され、活発な研究が行われている。有機 EL 素子用材料とし

て、安定なアモルファスガラスを容易に形成する低分子系有機物質群(アモルファス分子材料)は有力な候補である。

本論文は、新規なアモルファス分子材料の創製とそれらを用いる有機エレクトロルミネッセンス (EL) 素子の開発

を目的として行った研究結果をまとめたものであり、その主な成果を要約すると以下のとおりである。

(1) 耐熱性に優れる有機 EL 素子の開発を目的として、 2000Cを超える極めて高いガラス転移温度を有する有機 EL

素子用正孔輸送材料の創出に成功している。これらのガラス転移温度は、導入した置換基についてピフェニルく

フルオレン<トルクセンの順に高くなることを示し、分子内回転の抑制が高いガラス転移温度を有するアモルブ

アス分子材料の有効な分子設計指針となることを明らかにしている。創出した正孔輸送材料を用いることにより、

200'tまで安定に作動する耐熱性緑色発光有機 EL 素子の開発に成功している。

(2) 創出した正孔輸送性アモルファス分子材料の電荷輸送特性について検討し、分子構造と電荷輸送特性との相関に

ついて調べている。その結果、ピフェニル骨格におけるフェニル基の置換位置によりホールドリフト移動度がー

桁以上変化するという顕著な置換位置効果を見出し、移動度の温度ならびに電場強度依存性の解析から、高い移

動度を有する分子の設計指針について重要な知見を提供している。

(3) 高性能青紫色発光有機 EL 素子の開発を目的として、新規なホールブPロッキング性アモルファス分子材料の創出

に成功している。創出した新規アモルファス分子材料をホールブロッキング材料、青紫色発光を示す正孔輸送性

アモルファス分子材料を発光材料に用いることにより、高輝度・高発光効率を示す青紫色発光有機 EL 素子の開

発に初めて成功している。

以上のように、本論文は、新規なアモルファス分子材料の創製およびそれらを用いる高性能ならびに耐熱性に優れ

る有機 EL 素子の開発に関して成果を挙げており、有機材料化学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は

博士論文として価値あるものと認める。
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